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T O P I C S ： 帯 状 疱 疹 ワ ク チ ン に つ い て

出典：大田区「帯状疱疹ワクチン接種費用の一部助成について（任意接種）」
https://www.city.ota.tokyo.jp/seikatsu/hoken/yobou_sessyu/seijin/taijouhoushin_josei20230701.html

※不活化ワクチンは、原則、定められた接種間隔での接種のみが助成対象です。
※予防接種後に費用を請求できる償還払い制度はありません。
※助成を受けられるのは、どちらか一方のワクチン接種に限ります。

【助成方法】医療機関の接種費用と助成額との差額をお支払いください。
※助成を受けられるのは、生涯で1度のみです。

【接種場所】区内協力医療機関
※医療機関ごとで接種費用や取扱いのワクチンが異なります。
※予約が必要な場合がありますので、事前に医療機関へご確認ください。

【持ち物】 大田区民であることがわかるもの（健康保険証、運転免許証）

帯状疱疹は「体内に潜む水痘・帯状疱疹ウイルスが免疫低下によって体表に出てくる際の症状」です。

さまざまな免疫低下が帯状疱疹リスクとなりますが、加齢の影響は大きく、50歳以上になると発症率が急増し、帯状疱疹患者の

約7割が50歳以上の方です。現代社会では、過労やそれに伴うストレス、体調管理不足、不摂生、人間関係によって引き起こされ

るストレスなどで免疫が低下してしまうことが少なくありません。バランスの取れた食事、十分な睡眠、適度な運動など、できるだけ

健康的な日常を保ち、ストレスのたまりにくい状況を維持することが帯状疱疹の予防にもつながります。

ワクチン接種当日に大田区に住民登録を有する50歳以上の方は一部接種費用の助成があります

大田区では、帯状疱疹の発症を予防するとともに、区民の心身の健康を増進し、経済的な負担を軽減するため
50歳以上の区民に対して、帯状疱疹ワクチンの接種費用が一部助成されます。

【当院の接種価格】

 生ワクチン（乾燥弱毒生水痘ワクチン）「販売名：ビケン」：8,800円
 不活化ワクチン（乾燥組換え帯状疱疹ワクチン）「販売名：シングリックス」：1回につき22,000円

【対象者】ワクチン接種当日に大田区に住民登録を有する50歳以上の方

【助成額及び助成回数】

他のワクチンとの接種間隔について

注射生ワクチンを接種する場合は、27日以上間隔を空けます。
新型コロナワクチン（コミナティ、スパイクバックス）については、令和6年4月より医師が認める場合は帯状疱疹ワクチンと
同時接種することができるようになりました。

対象ワクチン 生ワクチン　●販売名：ビケン 不活化ワクチン　●販売面：シングリックス

（乾燥弱毒生水痘ワクチン） （乾燥組換え帯状疱疹ワクチン）

助成額 5,000円 1回につき 10,000円

助成回数 1回 2回まで

https://www.city.ota.tokyo.jp/seikatsu/hoken/yobou_sessyu/seijin/taijouhoushin_josei20230701.html


予防接種の注意事項

〈予防接種を受けられない方〉

① 明らかに発熱（通常37.5℃以上）がある方
② 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな方
③ 受けるワクチンの成分によってアナフィラキシーを起こしたことがある方
④ 【生ワクチン接種希望】妊娠している、または妊娠している可能性がある方
⑤ 【生ワクチン接種希望】先天および後天性免疫不全、または免疫抑制状態の方
⑥ その他、医師が予防接種を受けることが不適当な状態と判断した方

〈予防接種前に医師と相談しなければならない方〉

① 心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患などの基礎疾患にある方
② 予防接種後2日以内に発熱したことがある方、または全身性発疹などのアレルギーを疑う症状になった

ことがある方
③ 帯状疱疹ワクチンの成分に対してアレルギーを起こすおそれがある方
④ 過去にけいれん（ひきつけ）をおこしたことがある方
⑤ 過去に免疫不全の診断を受けている方、近親者に先天性免疫不全症の方がいる方
⑥ 【不活化ワクチン接種希望】血小板が少ない方、または出血しやすい方
⑦ 【不活化ワクチン接種希望】授乳中の方、妊娠している、または妊娠している可能性がある方

ワクチンについて

接種後の注意事項

① 接種後30分程度は、健康状態を観察し、体調の変化がないことを確認してください。

② 接種当日は激しい運動を避け、接種部位を清潔に保ってください。

③ 入浴は差し支えありませんが、接種部位をこすることは控えてください。

④ 高熱やけいれんなどの異常な症状が出た場合は、すぐに医師の診察を受けてください。

出典：大田区「帯状疱疹ワクチン接種費用の一部助成について（任意接種）」
https://www.city.ota.tokyo.jp/seikatsu/hoken/yobou_sessyu/seijin/taijouhoushin_josei20230701.html

生ワクチン　●販売名：ビケン 不活化ワクチン　●販売面：シングリックス

（乾燥弱毒生水痘ワクチン） （乾燥組換え帯状疱疹ワクチン）

・1回接種 ・2回接種

・皮下注射 ・筋肉注射

・予防効果：約50 ～ 60％ ・予防効果：50歳以上で97％、70歳以上で90％

・継続期間：接種から7年程度 ・持続期間：接種から10年以上

・2回接種が必要です。

　標準的な接種期間は、1回目の接種から2か月後に2回目を接種します。

　2か月を超えた場合は、6か月までに接種してください。

　例）1 回目の接種が7月10日の場合、2回目の接種は9月10日から可能。

　        2025年1月10日までに接種する

　なお、接種スケジュールを短縮することで、効果が得られる場合、

　1回目の接種から2回目の接種間隔を1か月まで短縮することができます。

　対象者は以下のとおりです。

 ●疾病または治療により免疫不全である者

 ●免疫機能が低下した者または免疫機能が低下する可能性がある者

 ●医師が本剤の接種を必要と認めた者

効果

特徴

注意点

　例）白血病、リンパ腫、骨髄やリンパ系

に影響を与えるその他疾患等

・薬剤等による治療を受けており、明らか

に免疫抑制状態の方は接種できません。

・先天性および後天性免疫不全状態の方

は接種できません。
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予防接種による健康被害救済制度について

田園調布中央病院で帯状疱疹ワクチン予防接種をご希望の方

1. 帯状疱疹ワクチン予防接種は予約制です

ご予約は診療時間内に受付またはお電話で承ります。※日曜・祝日不可

田園調布中央病院電話：03-3721-7121（代）※日曜・祝日不可

〈受付時間〉月曜日～金曜日：午前9:00～午後16:30 ※祝日は除く

土曜日：午前9:00～12:00 ※祝日は除く

2. 接種当日について

接種当日は、その日の外来状況により接種場所をご案内いたします。

医師の指定はできませんので予めご了承ください。

3. 次回の予約について

次回のシングリックスの2回目の予約については、接種まで期間が空きますので、次回の接種日をカレンダーや

お薬手帳に記入して忘れないようにしましょう。

50歳以上の方は帯状疱疹ワクチン予防接種ができます。

もし帯状疱疹になってしまったら・・・

もし帯状疱疹になってしまったら、速やかにお近くの皮膚科を受診してください。自然治癒を待って放置してしまうと

重症化して痛みがよりひどくなったり、痕を残したり、痛みの後遺症が残ってしまう可能性があります。

対応が早ければ早いほど、十分な治療をできる可能性が高くなるので、帯状疱疹になってしまったら、また帯状疱疹が

疑われる場合には、できるだけ早くお近くの皮膚科を受診してください。

また、免疫の低下が帯状疱疹の原因ですので、帯状疱疹の治療と並行して、バランスのとれた食事、十分な休養など

体力の充実を図ることも大切です。医療的な側面と体調的な側面から治療を心がけましょう。

田園調布中央病院皮膚科のご案内

火曜日：午前9:00～11:30 / 午後14:00～16:30

金曜日：午後14:00～16:30

※受付は診療日の午前8:00～該当科診療終了時間まで

（午前の受付で午後の診療の受付もできます。）

出典：大田区「帯状疱疹ワクチン接種費用の一部助成について（任意接種）」
https://www.city.ota.tokyo.jp/seikatsu/hoken/yobou_sessyu/seijin/taijouhoushin_josei20230701.html

予防接種は感染症を防ぐために重要ですが、まれに健康被害の発生がみられます。本事業の予防接種によって引き

起こされた副反応が原因で、生活に支障を残すような健康被害が生じた場合は、独立行政法人医薬品医療機器総合

機構法に基づく救済の対象となる場合があります。詳しくは、当院薬剤科までお問合せください。

50歳以上になると、帯状疱疹の発症率が急増します。

しかし、50歳以上であれば帯状疱疹ワクチンを接種することができます。ワクチンを接種することで発症率が抑えられる

だけでなく、もし発症してしまっても重症化しにくくなる、痛みが残りにくくなるなどが期待できます。

〈注意〉持病や使用しているお薬によってはワクチンを接種できないことがあります。ワクチン接種が可能かどうかは

かかりつけ医にご相談ください。
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〒145-0071 東京都大田区田園調布2-43-1

http://denenchofu-hp.jp/ TEL.03-3721-7121（代表）
医療法人社団七仁会
田園調布中央病院広報委員会
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田園調布中央病院は

2025年に新築移転いたします

新病院は「多摩川駅」近くに2025年1月開院予定です！

田園調布中央病院は長きにわたり田園調布駅前の

地において地域の皆さまのご支援のもと、地域密

着型の病院として医療を提供させていただいており

ます。1953年の開設以来、病院機能の充実を図り、

快適に診療を受けていただけるよう、これまで逐次

改修を行いながら運営してまいりましたが、建物・

設備の老朽化に伴い、このたび全面的に新築移転

する運びとなりました。昨年、新築院展に向けた

計画が始動し、8月より建築工事が始まりました。

新病院は多摩川駅近くの中原街道沿いに立地し、

丸子橋を挟んで武蔵小杉にも近く、交通の要衝に

あります。

病床数は、急性期病棟48床、回復期リハビリテーション病棟52床のケアミックス病院となり、救急・地域医療を中心とした

急性期医療と併せ、患者さまの日常生活への早期復帰を目指したリハビリテーションプログラムの充実を図ってまいります。

新に整備される回復期リハビリテーション病床、また4階の個室病床からは多摩川や富士山の景色が一望できるなど、療養

環境の充実を図り、地域を支える医療インフラとして、装いも新たに生まれ変わります。

新築移転に伴いオープニングスタッフを募集しております
東急東横線・目黒線・多摩川線「多摩川駅」より徒歩2分！交通アクセス抜群の地で就業できます。

医師・看護師・看護助手・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

薬剤師・社会福祉士・管理栄養士・臨床検査技師・診療放射線技師

直接応募随時受付中です！

※採用人数に達した際は求人を終了する場合がございます。

＞詳しくはQRコードをチェック！お電話でのお問合せもお気軽にどうぞ!

＼求人最新情報は／
こちら

📞03-3721-7121（代）
（担当） 田園調布中央病院 総務課 メールでお問合せの方＞ denencyofu_hp@tmg.or.jp

医療事務・営業事務・経理事務・総務事務
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